
　11月19日、古河文学館とその周辺を
歩く文学散歩が開催されました。これ
は、古河市出身の推理作家、小林久

きゅう

三
ぞう

の
没後10年を記念した企画展「没後10年　
小林久三展～社会派ミステリーの鬼才
～」にあわせて行われたものです。
　参加者は古河文学館をスタートし、学
芸員の案内で小林久三の作品に登場する
古河城追

お う

手
て

門
も ん

跡などを散策。『むくろ草
紙』『火の鈴』などには、社会人になる
まで過ごした古河での思い出や記憶が色
濃く反映されています。
　こよなく愛した故郷の景色に思いを巡
らせた参加者たちは、いつもと少し違っ
た視点から、古河の歴史を再発見してい
ました。

▲小林久三の作品に登場する舞台を巡りながら
学芸員の説明を聞く参加者
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みんなに届け私たちの声！！
第8回古河市中学生の主張大会

　11月16日、ユーセンター総和で「第8回
古河市中学生の主張大会」が行われました。
市内10校の中学生10人が、学校生活などで
の「気付き」や「決意」を自らの体験を交え
て力強く発表。
　自分の想いを相手に上手く伝える「コミュ
ニケーション力」や、自ら進んで相手と話す

「積極性」について発表する学生が多くいた
のが特徴でした。社会のグローバル化が進む
中、皆さんの気付きや決意は今後必ず役立つ
時がきます。その想いを忘れず頑張ってくだ
さい。

▲ケアンズでのホームステイをとおして、世界の
ために自分が何ができるかを発表した舩橋さん

　11月13日、道の駅「まくらがの里こが」で、
古河市観光協会主催による道の駅マルシェ

『みちまる』が開催されました。フランス語
で市場を意味する「マルシェ」。生産者と消
費者をつなぐ道の駅で、さらに地元食材を通
じた出会いや交流を生み出そうと企画されま
した。
　当日は、地元飲食店のグルメを楽しめる販
売テントが所狭しと並び、昼時には食事を楽
しむ家族で大にぎわい。また、ダンスや太

たい

鼓
こ

など8組が出演したステージ発表が行われる
など、来場者も一緒に盛り上がりました。

▲みんなで食べて広げる地産地消の輪。「おいしい
モノ」「新しいモノ」「楽しいモノ」に出会えましたか

道の駅マルシェ『みちまる』初開催
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